
 日本の現行法令には、まだ、国際放射線防護委員会（ICRP）の2007年勧告の取り
入れは行われていませんが、線量限度については、2007年勧告と1990年勧告に大き
な違いはないため、ほぼ2007年勧告と合致しています。なお、職業人女性の線量限
度（５ミリシーベルト/３か月）のように、日本特有の線量限度も存在します。  
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